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4.1  世界電気通信標準化総会（WTSA）

4.1.1  世界電気通信標準化総会（WTSA-16）の結果概要
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4.1.2  世界電気通信標準化総会（WTSA-12）の結果概要
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1．はじめに
　2018年2月26日から3月2日まで、国際電気通信連合（ITU）
電気通信標準化部門（ITU-T）の電気通信標準化アドバイ
ザリグループ（TSAG）会合が、スイス（ジュネーブ）の
ITU本部において開催された。TSAGでは、ITU-Tにおけ
る標準化活動の優先事項、計画、運営、財政及び戦略に
関する検討を行っており、2016年世界電気通信標準化総会
（WTSA-16）以降、ITU-Tの2017年～ 2020年研究会期に
おける2回目の会合となった。
　本会合には、35か国から約120名が出席した。我が国か
らは、主管庁である総務省とともに、NTT、KDDI、日立、
富士通、三菱電機、NEC、OKI、NICT、TTCから計11名
が出席した。

2．TSAG研究体制
　今研究会期における体制を図に示す。TSAGにおける主
要課題の詳細検討は、TSAGプレナリの配下に6つのラポー
タグループ（RG）を設置して行っている。なお、RG-ResReview
は、前回会合で計画中とされ、今会合で新たに正式に設置

が承認された、WTSA決議の進捗検証等を行うRGである。
また、RG-StdsStratについては、今会合までは前田洋一氏
（TTC、日本）がラポータを、6名がアソシエート・ラポータ
を務めていたが、今後は、アソシエート・ラポータの活動を
より活性化するために、役職者全員を共同ラポータと呼ぶこ
ととし、全員参加のマネジメント連携を強化する体制となっ
た。今回以降、次回のTSAG会合終了までは、議長役は前
田氏に代わり、Stephen Hayes氏（カナダ）が務めることと
された。

3．本会合における主な議論と結果
3.1　RG-StdsStrat

　RG-StdsStratは、ITU-Tの活動分野における主な技術動
向、市場、経済、政策ニーズを分析することにより、ITU-T
の標準化戦略についてTSAGと各研究委員会（SG）に助言
することを役割とし、TSAGの中の最重要なRGの1つとして
位置付けられている。

（1）日本寄書について

　我が国から、Society5.0の取組みについて紹介し、ITU-T
での標準化戦略の策定に当たっては、Society5.0のような各
国の国家レベルのビジョンを収集し、集まった国家ビジョンを
国連で採択されたSDGs（Sustainable Development Goals）
とその各指標に照らすなどして、今後の標準化戦略の参考
にすべきとの寄書を提出した。米国から支持はあったが、
どのように各国の国家ビジョンをSDGsに照らして、それを各
SGの作業に結びつけるのか、さらに検討が必要とのコメン
トがあった。また、UAEやロシアからは、提案は評価するが、
WSISや理事会作業部会、ITU-D等で検討すべき問題では
ないかとのサジェスチョンを受けた。会合で提起された問題
をさらに日本で検討することとなった。

（2）役割規定（ToR：Terms of Reference）の改訂について

　米国からRG-StdsStratのToRの改訂提案があった。
　これは、セクターメンバーの専門知識を通じたボトムアップ
アプローチを与え、ITU-Tにおいて関心のある特定トピック
スを探索できるようにする目的で提出された寄書であるが、

ITU-T TSAG（2/26-3/2）会合報告

総務省　国際戦略局　通信規格課 国際情報分析官 戸
と だ

田　公
こう

司
じ

■図．TSAG研究体制

4.2  TSAG
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数か国より改訂に反対する意見があった。
　議論を重ねた結果、いくつかの改訂が行われ、現時点に
おけるToRの主な点は次のとおりとなった。
・ITU-Tの活動分野における主要な技術動向、市場、経済
及び政策ニーズを特定することによって、ITU-Tの潜在的
な標準化戦略についてTSAGに助言し、SGに通知する。
これには、例えば、（CTOグループ会議やTechnology 
Watch調査などを通じた）ITU-T内や、ITU外の関連グ
ループや活動からのインプットとフィードバックを考慮した、
ギャップ分析、業界協議、対話、市場調査などを含んで
いる。RGの結果は、直接SGの作業を指示するものでは
ない。RG-StdsStratは以下を行う。
－TSAGによる検討のための主要な技術動向、市場、経
済及び政策のニーズを考慮する潜在的な標準化戦略を
特定する。
－戦略的標準化の観点からTSAGが検討する可能性のあ
るトピックスと問題を特定する。
－ITU-Tの長期的戦略計画の策定に際し、TSAGへのイ
ンプットを提供する。

（3）ホットトピックスについて

　ITU-Tにおいて戦略的に関心を持つと考えられるトピック
スについて、表1のとおり整理した。これらの標準化戦略のト
ピックスの現状を理解するために、各SGにリエゾンを送付し、
意見を求めることとなった。

（4）5G/IMT2020について

　中国から5Gの作業の進め方と他の標準化団体（SDO）と
の連携に関する提案、5Gに関する白書の作成に関する提案
等があった。主にSG13、SG15、TSAG間における役割の

整理等について議論が行われ、以下のとおり整理された。
・SG13は5GについてのリードSGであり、本件に関する寄書
はSG13に提出する。

・SG15は5GトランスポートネットワークについてのリードSG
であり、本件に関する寄書はSG15に提出する。

・SG17は5Gについてセキュリティの観点から検討するリード
SGである。

・ITU-T JCA-IMT2020（Joint Coordination Activity on 
IMT2020）は、ITU-TのSGと、他のSDOやフォーラム、
コンソーシアムとの間を調整する。
　なお、本件については、RG-SCにおいても議論された。

（5）中間会合の開催計画

　RG-StdsStratでは、検討の加速を図るため、以下の中間
ラポータグループ会合（eミーティング）の開催計画について
合意した。会合のオープン性を維持する観点から、全ての
ITU-Tメンバーが参加可能である。
　2018年4月27日　　13時から15時（ジュネーブ時間）
　2018年6月29日　　13時から15時（ジュネーブ時間）
　2018年8月31日　　13時から15時（ジュネーブ時間）
　2018年9月28日　　13時から15時（ジュネーブ時間）
　2018年11月30日　  13時から15時（ジュネーブ時間）

3.2　RG-WP

　RG-WPは、SGからのインプットとメンバーシップからの提
案に基づき、SGの責任及び担務についてWTSA-20への提
案をTSAGに提示し、WTSA決議2の草案文書を作成する
ことを役割とする。
　本RGにおいては、各SGにおける進捗状況の報告が行われ
た。特に議論となったのは、ITU-T勧告草案Q.3961に関し
てであり、SG11はSG12の領域を侵犯しているとの主張があっ
た。議論の結果、SG11は本勧告草案を当面保留することと
し、SG11とSG12は、相互に許容可能な解決策を見つけるた
めに、両グループの専門家会議を予定することで合意した。
　また、各SGから提出され、今会合で承認された新課題及
び改訂課題について確認が行われ、その結果を表2に示す。
なお、前回TSAG会合で検討されたSG3のQoS/QoEに関す
る新課題については、前回TSAG会合以降今回までSG3会
合が開催されていないこともあり（次回SG3会合は4月に予
定）、さらにQoS/QoEのリードSGであるSG12と協議を続け
ることとされた。

■表1．ITU-Tホットトピックス
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3.3　RG-WM

　RG-WMは、作業方法の改善のために、WTSA決議1、32及
びITU-T Aシリーズ勧告（特にA.1、A.7、A.8、A.13）につい
てWTSA-20への提案をTSAGに提示することを役割とする。
　本RGでは、勧告A.1と勧告A.25との関係について、昼休
み中の特別セッションの開催も含めて多くの時間が費やされ
た。本件は、SG20において、IoTに関する標準化団体であ
るoneM2Mの文書をITU-T勧告とする際に、勧告A.1の3.1.6
に規定される手続きに従い処理したが、関係する勧告A.1、
A.5、A.25の解釈・適用に揺れが存在するため、明らかに
する必要があるとの認識の下、ラポータの整理ペーパーを参
考に議論を進めていった。本件については、RG-SCにおい
ても多くの時間を割いて議論しており、3.4も併せて参照いた
だきたい。
　その他、これまで開催されたeミーティングの結果を踏まえ
た勧告A.1の改訂案、WP等の会合のキャンセルの手続きに
関する勧告A.1の改訂案、勧告A.13の範囲を従来のITU-T
勧告の補遺（Supplements）だけでなく、Non-Normative
なITU文書全般にしようとする改訂案等について議論され
たが、様々な意見があり、今後のeミーティング等へ持ち越
しとなった。
　勧告A.1（特に3.1.6）、勧告A.13、勧告A.25の問題につい
ては、TSB及びITU法務部門が、これらの勧告の使用につ
いてのガイドライン及び解釈を、次回eミーティングに提供す
ることとされた。eミーティングの今後の日程は次のとおり。
　2018年5月14日　　15時から17時（ジュネーブ時間）
　　　　　　　　　（RG-WM、RG-SC合同）
　2018年6月18日　　15時から17時（ジュネーブ時間）

3.4　RG-SC

　RG-SCは、ITU-Tと他の標準化団体もしくはITU内の他
セクターとが、相互尊重に基づいて協力・連携の方法を検討

することを役割とする。
　本RGでは、まず5Gについて議論された。戦略的な観点
については、3.1（5）のRG-StdsStratでも議論されたところで
あるが、他団体等との連携という観点からは、JCA-IMT2020
とSGのリエゾンは十分機能しており、また、TSAGが他の
SDOとのリエゾン活動をする必要はないとの結論に至った。
　また、3.3のRG-WMでも長時間の議論となったが、 ITU-T
勧告に、他標準団体のテキストを組み込もうとする場合に、
勧告A.1と勧告A.25との間に矛盾があるため、手順や知的財
産権上の責任を明確化するための修正が必要ではないかと
いうことについて議論された。具体的には、勧告A.1の3.1.6
と勧告A.25の6項について、以下のような論点があることが
確認された。
・他団体のテキストを、（寄書、TD、リエゾンなど）どのよ
うな形でITU-Tに組み込むことができるか。
・勧告A1の3.1.6及びA.25のそれぞれの関係、また、知的
財産権の原則。

・勧告A.25は、他団体からのテキストの全ての場合に適用
されるか。
・勧告A.25は、TDだけでなく寄書にも適用されるか、など。
　これらの点について検討が行われた結果、次のとおりとさ
れた。
・勧告A.25は、より明確化するために改訂が必要である。
次のeミーティングやTSAG会合に寄書の提出を求める。

・勧告A.25は現在進行中の全てのSGに適用され続けており、
今後の勧告A.25の改訂作業の影響を受けてはならない。

・勧告A.1及びA.25の使用と適用に関する説明と解釈を含
むガイダンス文書を歓迎する。（TSBが今後提供予定）
　なお、このような点について、3.3でも述べたように、
RG-WMとRG-SCとで、5月14日に合同によるeミーティングが
予定されている。今後のeミーティングの予定は次のとおり。
　2018年5月14日　　15時から17時（ジュネーブ時間）
　　　　　　　　　（RG-WM、RG-SC合同）
　2018年9月24日　　15時から17時（ジュネーブ時間）

3.5　RG-SOP

　RG-SOPは、戦略計画草案を作成する理事会作業部会で
の検討のために、適切な情報を提供することを役割とする。
　本RGにおける主な議論としては、米国からの寄書による、
PP（Plenipotentiary）決議71のITU戦略計画2020－2023
の改訂提案が中心となった。特に、米国から国際標準にお
いて「non-discriminatory」という語句は冗長で必要性の

■表2．承認されたSGの新課題、改訂課題及び廃止課題
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ない中途半端な語句であり、削除するべきとの提案があっ
た。これに対し、UAE、サウジアラビア等から、「non-
discriminatory」はWTSA決議にも記載されている言葉であ
り、修正は不要等の意見があった。結果として、2018年4月
16日に開催される理事会作業グループの戦略財政計画会合
（CWG-SFP）等で議論されることが示唆された。

3.6　RG-ResReview

　RG-ResReviewは、PP決議や他セクターの決議を考慮し
て、合理化を図る観点からWTSA決議をレビューすることを
役割とする。
　本RGでは、ロシアから、WTSA決議に関してPP決議と
同様の内容がある場合はPP決議を参照するなど、決議の内
容の重複を避け、合理化を行うべきであり、現存のWTSA
決議を合理化するための、また、新決議の準備のためのガ
イドライン作成を行うべきとの提案があり、米国や英国の同
意もあり、合意された。
　また、TSBが、WTSA決議をPP決議とWTDC決議とを
マッピングした表を提供しており、これが非常に分かりやす
いとの評価があり、今後、ITU-Rの決議も加えた形で提供さ
れることとなった。

3.7　その他

（1）ITR関連

　ロシアから、電気通信番号のなりすましに関し、SG2に
ITRに関連する課題があることを指摘し、対策についてITR
に盛り込むように提案がなされた。これに対し、米国や英国
からは国内問題であるとの指摘があり、ドイツからは理事会
マターであるとの指摘があった。結果、TSAGは、本件の重
要性を考慮して、ロシアに、SG2とともに理事会とEG-ITR
に本件情報を入力するよう要請した。

（2）フォーカスグループについて

　ITU-Tでは、2017年にフォーカスグループ（FG）を次々
に新設しており、その活動報告が行われた。フォーカスグルー
プの詳細については、表3に示す。ブロックチェーンやAIなど
新しいトピックスに対して、ITU-Tが積極的に取り組んでい
こうとする姿勢が伺える。

（3）著作権問題について

　著作権問題に関する特別セッションが開催され、SG15の
文書が他の標準化団体により無許可で不適切に引用された
との報告がなされた。具体的には、SG15がSupplementとし
て作成した表を、normativeではないにも関わらずnormative
として引用し、元はITU文書と記述されているとのことであ
る。ITU法務部門も参加し、PP決議66との関連性等につい
て議論された。結果、次のとおり整理された。
・PP決議66を修正するべきと考える国は、次回PPに寄書を
提出する。

・SG15から引用したnormativeでない文書に関し、TSB、
ITU法務部門、SG15は、当該標準化団体が公表した標
準に注意書きを加えるよう申し入れる。

（4）リエゾンオフィサーの任命等

　日立の三宅氏がISO/IEC　JTC1とのリエゾンオフィサー
に指名された。また、TTCの前田氏が、ISO/IEC/ITU-T 
JTFEC（Joint Task Force on Effective Collaboration）
のITU-T TSAG代表及びIECが主導するStrategic Group11
「Hot Topic Radar」というグループのITU-T代表として指名
された。

4．次回の予定
　次回のTSAG会合は、2018年12月10日から14日までの5日
間の日程で、ジュネーブにて開催される予定となった。ただし、
他SG開催スケジュールとの調整で変更の可能性が示された。

■表3．フォーカスグループの構成

610144_第4章  2019/03/08  10:07  ページ 203



― 204 ―

 

2019 1  
SG     

SG2 

Operational aspects of 
service provision and 
telecommunication 
management 

 

Mr. P. Rushton( ) 

Mr. E. G. Clemente( ) 
Mr. P. Fouquart( )  
Mr. S. B. Ghelaita(UAE) 
Mr. R. Yilmaz( )  
Mr. H. A.-El-Maoula( ) 
Mr. A.T.A.Mohammed( ) 
Mr. A. Al-Mubadal( ) 
Ms. Y. Wang( ) 

SG3 

Tariff and accounting 
principles and 
international 
telecommunication/ICT 
economic and policy 
issues 

ICT
 

 (KDDI ) 

Mr. M. A. Almomani( ) 
Ms. L. Bein( ) 
Ms. J. A. Biendjui( ) 
Mr. A. Borodin( ) 
Mr. A. M. Darwish( ) 
Ms. A. Drame( ) 
Mr. M. T. E.Elmaki( )  
Mr. B. N. Lee( ) 
Ms. K. Mahmoudi( ) 
Mr. R. Mfungahema( ) 
Mr. A. Said( ) 
Mr. A. B. Silva( ) 
Mr. D. Wurges( ) 

SG5 

Environment, climate 
change and circular 
economy 

 

Ms. M. V. Sukenik 
( ) 

Mr. J.-M. Canet( ) 
Mr. S. Y. Chung( )  
Mr. V. U. Namrona( )  
Mr. J. Opitz( ) 
Ms. E. F. M. Osman( ) 
Ms. S. Qi( ) 
Mr. L. Rabinovich( ) 

 ( ) 
Ms. N. Tewfik( )   

SG9 

Television and sound 
transmission and 
integrated broadband 
cable networks 

 

 (KDDI ) 
Mr. T. Kim( ) 
Mr. B. C.-Mamadou( )  
Mr. Z. Sheng( ) 

SG11 

Signalling requirements, 
protocols, test 
specifications and 
combating counterfeit 
products 

 

Mr. A. Kucheryavy( ) 

Mr. I. Boateng( ) 
Mr. J. H. A. Prado( ) 
Mr. Shin-Gak Kang( ) 
Mr. K. Loukil( ) 
Mr. A.A.A.H.Mulah( ) 
Mr. K. Nguyen-Van( ) 
Mr. J. A. M. Zanon( ) 
Ms. X. Zhu( )  

4.3  研究委員会（SG）

4.3.1  研究委員会等の構成及び議長・副議長
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SG12 

Performance, quality of 
service and quality of 
experience 

 

Mr. K. Baah-Acheamfuor(
) 

Mr. Z. Alkadi( ) 
Mr. S. M. Faty( ) 
Mr. S.-H. Jeong( ) 
Mr. H.M.H.Mohamed( )  
Mr. A. Morton( )  
Mr. E. Ogoh( ) 
Mr. M. Ozdem( ) 
Mr. S. D. D’uva( )  
Mr. T. S. Prado( ) 
Mr. A. Salah( ) 
Ms. Y. Umutoni( ) 
Ms. R. Huang( )  

SG13 

Future networks, with 
focus on IMT-2020, cloud 
computing and trusted 
network Infrastructures 
IMT-2020

 

 
Mr. L. Lehmann( ) 

Dr. R. Belhassine-Cherif( ) 
 ( ) 

Mr. H. Kim( ) 
Mr. S. Mansfield( )  
Mr. J. C. Minuto( ) 
Mr. B. Murara( ) 
Mr. F. Onah( ) 
Mr. A. Raghy( ) 
Mr. M. Al-Tamimi( ) 
Mr. H. Xu( ) 

SG15 

Networks, technologies 
and infrastructures for 
transport, access and 
home 

 

Mr. S. J. Trowbridge( ) 

Mr. F. Alfallaj( ) 
 ( ) 

Mr. K. Al-Azemi( ) 
Mr. E. Cottino( ) 
Mr. D. Li( ) 
Mr. H. Mariotte( ) 
Mr. J. Messenger( ) 
Mr. G. Parsons( )  
Mr. Jeong-dong Ryoo( ) 
Mr. C. V. Vezongada( ) 

SG16 

Multimedia coding, 
systems and applications 

 

Mr. N. Luo( ) 

Mr. C. Z. Banga( ) 
Mr. M. El-Megharbel( ) 
Mr. M.Ghomam Malek( ) 
Mr. M.Moreno ( ) 
Mr. K. Isaev( ) 
Mr. H.Martinez( ) 

 ( ) 
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SG17 Security 
 Mr. H. Y. Youm( ) 

Mr. V. Dolmatov( ) 
Mr. G. Evren( ) 
Mr. J. Gonzalez( ) 
Mr. M. E. Ishag( ) 
Ms. W. Latrous( ) 
Mr. Z. Lin( ) 
Mr. H. D. Miguel( ) 

 (KDDI ) 
Mr. P.-K. K.-Zanga( ) 

SG20 

Internet of things (IoT)  
and smart cities and 
communities (SC&C) 
IoT  

Mr. N. S. A. 
Marzouqi(UAE) 

Dr. R. Ahmed( ) 
Dr. F. Bigi( ) 
Mr. H. M. Carril( ) 
Mr. B. Chabou( ) 
Ms. T. M. Paramio( ) 

 ( ) 
Mr. A. M. A. Hassan( ) 
Dr. H. J. Kim( ) 
Mr. G-M. Kouakou( ) 
Mr. O. Mironnikov( ) 
Mr. A. M. Ndiaye( ) 
Mr. Z. Sang( ) 
Mr. B.Wakil( ) 

TSAG 

Telecommunication 
Standardization Advisory 
Group 

 

Dr. B. Gracie( ) 

Mr. O. T. Al-Odat( ) 
Ms. R.B-Cherif( ) 
Mr. R. Liebler( ) 
Mr. V. M. Martinez Vanegas( ) 
Dr. V. Minkin( ) 
Ms. M. Morrow( ) 
Mr. M. Ndaro( ) 
Ms. W. Xu( ) 
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1 

 

1   
ITU-T  

2012 2016 1 
 

2016  
 

a) ITU ITU-T ITU 17 18
19 20 ITU 13 14 14A 15 20

 
b) ITU-T

 
b)bis ITR ITU-T  
c) ITU-T

 
d) 

ITU-T
 

e) ITU-T ITU  
f) 

165 2010 WTSA
 

g) 184A WTSA 145A ITU-T
 

h) ITU

 
i)  72 2014 ITU

 
 

 
e) f) g) h)

ITR
 

  

                                                        
1 1956 1958 1960 1964

1968 1972 1976 1980 1984 1988
1993 1996 2000 2004 2008

2012  

4.3.2  作業方法
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1 

1 
 

 
 
1.1 WTSA ITU 18 ITU 13

 
1.2 

 
1.3 WTSA

: 
a) WTSA

 
b) 

 
c) WTSA

 
d)

 
1.4 WTSA

69 74  
a)  

WTSA ITU-T
 

b)  
WTSA

 
1.5 2

 
a) ITU-T  

TSAG ITU ITU-T
ITU-T ITU-T

 
b) ITU-T  

ITU-T ITU-T
 

i) SG  
ii) SG  
iii) SG SG

 
iv) SG  
v) SG

 
TSAG  
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1 

SG  
 

vi) SG  
vii) 191A 191B

 
1.6 SG TSAG WTSA

 
1.7 WTSA 63  
1.8 1.2 1.7 WTSA

 
1.9 49 WTSA 1

WTSA
 

1.10 WTSA  
a) ITU-T SG

 
b) SG TSAG WTSA

2  
1.11 WTSA ITU-T

 
1.11.1 WTSA TSB 187

SG TSAG WTSA
TSAG WTSA SG

WTSA SG WTSA
 

1.11.2 9 WTSA
SG TSAG

 
1.11.3 WTSA

ITU-T
WTSA SG

WTSA SG TSAG
20 3  

1.12 WTSA 191C
TSAG  

1.13  
WTSA
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1 

2 
SG  

 
 
2.1 SG  
2.1.1 WTSA SG  

a) 
; 

b)  WTSA
; 

c) WTSA
 

2.1.2 SG WP
JWP ITU-T A.1  

2.1.3 JWP  
2.1.4 ITU

SG  
2.1.5 WTSA ITU ITU-R

SG ITU-T SG
WTSA RA

SG 2 SG
RA RA ITU-T

SG
ITU-R SG

 
2.1.6 WTSA TSAG SG ITU-T

SG SG SG
SG SG

196
SG SG

SG TSAG
SG

TSAG  
2.2  
2.2.1 SG WP ITU-T

WTSA
ITU-T SG TSB

ITU-T
 

2.2.2 ITU 304

                                                        
2 WTSA RA  
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1 

5 1994 SG WP

 
2.2.3 

 
2.3  
2.3.1 19

SG WP SG

SG SG

 
2.3.2 SG3

SG3
SG

 
2.3.3 SG

SG
SG

 
2.4 WTSA SG  
2.4.1 SG WTSA SG WTSA 1

WTSA  
2.4.2 WTSA SG SG  

  
  
  
 WTSA

 
  
 SG  
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1 

3 
SG  

 
 
3.1 WTSA 2 SG

SG
 

3.2 SG

SG
SG

 
3.3 SG WP

SG
ITU-T

SG WP
SG

SG
SG

SG  
3.4 3.2 WP

WP
 

3.5 35

SG
SG SG WP

 
3.6 WP WTSA

 
3.7 SG SG WTSA  
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1 

4 
TSAG  

 
 
4.1 14A TSAG

ITU-T SG
TSB TSAG

SG
TSAG  

4.2 TSAG ITU-T
ITU-T SG
ITU-T

ITU
 

4.3 TSAG TSB SG
ITU-T SG SG

TSAG

TSAG ITU-T TSAG
SG TSAG TSAG SG

 
4.3bis WTSA 35 TSAG  
4.4 WTSA 2 WTSA TSAG

WTSA TSAG WTSA
TSAG ITU-T

TSAG
TSAG TSAG 197I

22 WTSA
WTSA WTSA

 
4.5 TSAG ITU-T

3  
4.6 TSAG

TSB
 

4.7 SG TSAG

TSAG  
4.8 TSAG

6 ITU-T
 

                                                        
3 SG 4.4 5.4
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1 

4.9 TSAG WTSA TSAG WTSA
197H TSAG WTSA TSAG

WTSA TSAG
ITU-T ITU

WTSA
TSAG 2 ITU-T SG

 
  

610144_第4章  2019/03/08  10:07  ページ 214



― 215 ―

1 

5 
 

 
 
5.1 TSB 15 20

 
5.2 TSB WTSA TSAG SG

TSAG SG TSAG SG WP
TSB ITU

 
5.2bis TSB ( 71 2014 )

SG
 

5.3 TSB WTSA
 

5.4 TSB
TSB ITU

ITU-T
TSB

ITU-T TSB  
5.4bis TSB ITU-T

SG

 
5.5 TSB ITU-T ITU SDOs

 
5.6 2 TSB

WTSA
 

5.7 TSB WTSA WTSA 2
ITU-T

WTSA WTSA
 

5.8 TSB WTSA
WTSA  

5.9 TSB TSAG SG
ITU-T ITU

WTSA 4.9
 

5.10 TSB WTSA
ITU-T WTSA

SG
WTSA  
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1 

5.11 TSB SG TSAG
SG TSAG  

5.12 WTSA TSB ITU-T
WTSA SG

SG
 

 WTSA SG
SG

 
5.13 WTSA

TSB
 

5.14 WTSA TSB ITU-T
 

5.15    WTSA TSB ITU-T
SG TSAG

 
5.16 SG TSAG SG

ITU-T
 

5.17 TSB
TSAG  
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1 

6 
 

 
 
6.0 contribution  

WTSA 1 WTSA

WTSA 14 TSB WTSA
WTSA

 
6.1 WP SG TSAG ITU-T A.1 ITU-T  

A.2  
 
 

7 
 

 
 
7.1  
7.1.0 ITU-T

 
a) SG TSAG  
b) SG WTSA SG WTSA

 
c) SG  

  
 WTSA 7.1.10  
7.1.1 

SG  
7.1.2 ITU

I SG

 
7.1.3 TSB SG 1 SG

 
7.1.4 SG  
7.1.5 SG  

i)  
ii) 

 
iii) SG SG

 
7.1.6 SG 7.1.5

SG
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1 

 
7.1.7 TSAG ITU-T SG SG

TSAG
7.1.5

TSAG
 

7.1.8 TSAG
TSAG SG TSB

 
7.1.9 SG

 
7.1.10 1 1 WTSA

WTSA
SG

 
7.1.11 4

TSB BDT
ITU-D SG ITU-D SG

44
 

7.2 WTSA 7.1a  
7.2.1 WTSA 7.1

7.2.2 7.2.3
 

                                                        
4 least developed country small island developing states

(landlocked developing countries) countries with economic in 
transition  

 

610144_第4章  2019/03/08  10:07  ページ 218



― 219 ―

1 

 
 
7.2.2 SG

4

 
a) WTSA

 
b)  

7.2.3 7.2.2
SG SG

 
a) TSB

 
b) WTSA

 
  
 10  

c) TSB 8.2  
7.2.4 WTSA TSAG ITU-T

 
7.2.5 TSAG SG

TSAG
endorse

2  

1  

 

7.1.1

TSB  

7.1.3

SG  

7.1.6
 

TSAG
7.1.4

TSAG  

SG

7.2.3

TSAG

7.2.4

7.2.3a

SG
7.2.2

2  

 

7.2.2b

7.2.3b  

7.2.3c

7.1a 
WTSA  
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1 

TSAG
SG TSAG

 
7.3 WTSA 7.1b  
7.3.1 WTSA TSAG WTSA

ITU-T

 
i)  
ii) SG  
iii) ITU-T  
iv)  

7.3.2 WTSA TSAG
 

7.3.3 WTSA
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1 

 
 
 
7.4  
 SG

 
7.4.1 WTSA  
7.4.1.1  SG 2

SG

SG  
7.4.1.2  

 
7.4.1.3  TSAG

1
 

7.4.2 WTSA  
 SG WTSA

WTSA  

 
 

 
7.1.1

 
TSB  

 
7.1.3  

SG  
 

 
7.1.6  

 

TSAG  
7.1.7  

WTSA TSAG 
 

7.3.1

 
7.3.2  

WTSA
 

1.4  

7.1b 
WTSA  
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1 

8 
 

 
 
8.1 ITU-T  
 

TAP 9
AAP ITU-T A.8

 
AAP ITU-T A.8

TAP  
8.1.1 SG  
  

ITU-T TAP
ITU-T AAP

SG AAP
TAP  

SG 40  
1.11 WTSA

 
8.1.2 WTSA  
 

ITU-T TAP
ITU-T AAP WTSA

AAP TAP  
8.2  
 TSB TSB

ITU
246D

SG 8.3  
8.3  
 

246D
SG WP

 
8.1.1 SG

 
ITU-T  A.8 3.1

9.3.1  
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1 

9 
 

 
 
9.1  
9.1.1 

TAP WTSA 1 ITU 246B
ITU-T WTSA SG

AAP ITU-T  A.8

 
9.1.2 TSB

SG SG
 

 SG WTSA  
9.1.3 247A SG WTSA

 
 
9.2  
9.2.1 SG

9.1
 

   SG3

SG3
SG3

SG3 TSB
 

9.2.2 WTSA
 

a) ITU-T  
b) SG WTSA

 
c) SG

 
 
9.3  
9.3.1 SG SG TSB

SG WP
WTSA

TSB
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1 

 
9.3.2 SG

SG  
9.3.3 TSB

TSB

TSB 9.3.4
TSB

3 TSB

 
9.3.4 ITU-T

 
9.3.5 1

 
9.3.6 SG

14 192
SG

2  
9.3.7 SG SG

SG
 

9.3.8 ITU-T

http://www.itu.int/ITU-T/ipr/ ITU-T/ITU-R/ISO/IEC
Common Patent Policy  

  
9.3.8.1 ITU-T

TSB
ITU-T Patent Statement and 
Licensing Declaration  

9.3.8.2 ITU-T
ITU-T TSB ITU-T

 
9.3.9 

2  
9.3.10 
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1 

TSB TSB
SG  

9.3.11 TSB 9.3.10 WTSA
 

 
9.4  
9.4.1 TSB 9.3.1

SG 7 TSB
SG SG

9.5.2  
9.4.2 TSB

TSB
1

 
9.4.3 TSB SG

2

9.5.2  
9.4.4 

 
9.4.5 70% SG

TSB
SG

9.5.2 SG
 

9.4.6 SG
70% TSB

SG 9.4.4
 

9.4.7 TSB SG
 

 
9.5 SG  
9.5.1 9.3.1 9.3.3 SG

SG
SG 9.3.4

SG
 

9.5.2 9.4

SG WP
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1 

SG TSB
 

 
9.4

 
  

9.5.3 SG
9.5.4 9.5.5 9.5.6

239  
9.5.4 

 
9.5.5 

4 TSB
TSB 9.6.1

 
9.5.5.1  9.5.5 4

 
9.5.5.2  TSB SG

WP SG 9.3.1
 

9.5.6 
9.5.3

 
 
9.6  
9.6.1 SG 4 9.5.5 4

TSB
TSB ITU

TSB SG

 
9.6.2 

TSB SG
 

9.6.3 
ITU-T  A.11

 
9.6.4 ITU-T

ITU-T
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1 

 ITU
ITU ITU

 
 ITU

ITU-T ITU-T
 

9.6.5 A.11  
 
9.7  
 SG

SG SG WP
ITU-T

 
 
9.8  

SG
 

 
9.8.1 WTSA  
 SG WTSA

WTSA  
 
9.8.2 WTSA  
9.8.2.1 SG

3
SG  

9.8.2.2 TSAG TSB
TSB
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1 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
9.1 

TAP  
 

 
1- 9.5.5 4

 
2- SG WP  
 SG WP SG

9.3.1  
3-  
 SG 9.3.1  
4-  
 TSB

9.3.3 TSB
 

5-  
 SG

3
9.3.1 9.3.3  

6-  
 9.4.1 9.4.2

 
7-  
 1

9.3.5  
8-  
 70 9.4.1 9.4.5

9.4.7  
9- SG  
 SG 9.5.3 9.5.2

9.5.4 9.5.5
9.5.6  

10-  
 9.6.1

SG  
WP  

1

3  

4 1

SG WP 
 

2  

 
 

3

 
 

4  

 
5  

 
6  

 
7  

 

 
 

8  

SG  
 

9  

 
 

10  

7 9.4.1  

SG  
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1 

ANNEX A 
( 2016 ) 

AITU-T  
 

 
A.1  

A.1.1 A.1.2 A.2 A.10 ITU-T

 
A.1.1  
A.1.1.1 /

 
A.1.1.2

ITR ITR
 

A.1.1.3

 
A.1.1.4

 
A.1.1.5

 
 

A.1.2  
A.1.2.1

ITU  
A.1.2.2 /

ITU

 
 
A.2 ITU-T  
A.2.1  

WTSA ITU-T  
 

A.2.2  
WTSA TSAG WTSA

 
 

A.2.3  
WTSA TSAG WTSA

 
 
A.3 ITU-T  
A.3.1  

ITU-T ITU
 

 
A.3.2  
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1 

WTSA TSAG
/ ITU-T  

 
A.3.3  

WTSA TSAG
 

 
A.4 ITU-T  
A.4.1  

1 /  
 

A.4.2  
7  

 
A.4.3  

7  
 
A.5 ITU-T  
A.5.1  

ITU-T
TSAG  

SG

 
 

A.5.2  
8  

 
A.5.3  

8  
 
A.6 ITU-T  
A.6.1  

ITU-T A.1 1.8.2.8  
ITU-T A.13 ITU-T  

 
A.6.2  

/ ITU-T A.13  
 

A.6.3  
ITU-T A.13  

 
A.7 ITU-T  
A.7.1  
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1 

ITU-T
ITU

 
 

A.7.2  
SG / SG

 
 

A.7.3  
SG  

 
A.8 ITU-T  
A.8.1  

SG
 

 
A.8.2  

SG / SG
WP  

 
A8.3  

SG  
 
A.9 ITU-T  
A.9.1  

 
ITU-T

 
 

A.9.2  
SG / SG

WP  
 

A.9.3  
SG  
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1 

 
I 

( 1  (2016 )) 
 

 
 

  
  
  
  
  
  
  

 
 

SG 
 

ITU-T  
 
 
 
 
 
 

II 
( 1  (2016 )  

 
 
 
TSB

ITU-T  
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A.8   
ITU-T  

2000  2004  2006  2008  
 

1   

1.1  ITU-T WTSA 1 TAP
AAP

SG WTSA  

 

1.2  AAP TAP
 

2   

2.1  SG
AAP 1  

3  

3.1   TSB AAP
4

SG WP WTSA

 

3.2  AAP
TSB

3.3
TSB  

3.3  ITU-T

 

3.4  ITU No.192 SG
SG

SG  

3.5  SG SG
SG

 

3.6 http://www.itu.int/ITU-T/ipr/ ITU-T/ITU-R/ISO/IEC
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3.6.1 ITU-T
TSB ITU 

T   

3.6.2 ITU T
ITU T ITU T

TSB  

3.7 

2 7.1  

4  

4.1 4
3.1  

4.2
TSB TSB ITU-

T  

4.3 TSB
2  

4.4

 

4.4.1

 

4.4.2 SG
TSB  

1) SG
4.6 SG ;  

2) / SG
SG

4.4.3
 

4.4.3 SG TSB
 

a) SG
4.6  

b) /
4.5  
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4.5

 

4.5.1

TSB  

4.5.2 4.6
SG  

4.6 SG 3

5 SG
 

5 SG  

5.1 SG 4.6

SG  

5.2 

SG WP

SG TSB
 

 

 
  

1 9.3 5.8
 

5.3  SG
5.5 5.7 5.8

 

5.4  
2

5.5 5.6
5.8 SG

 

5.5  
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5.6 
5.4

4
TSB 6.1

 

5.6.1 5.6 4

 

5.7  
5.3

 

5.8  SG
WP SG 3.1

 

6   

6.1  TSB
 

6.2  5.3 5.5 SG 2
5.6 2 TSB

TSB ITUOperational 
Bulletin

 

6.3  
TSB SG

 

6.4  
ITU-T A.11

 

6.5  ITU-T
ITU-T  

ITU-T
ITU ITU

 

ITU
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ITU-T ITU-T
 

6.6 A.11  

7  

7.1 SG

SG
SG WP

ITU-T  

8  

SG  

8.1 WTSA  

SG WTSA
WTSA  

8.2 WTSA  

8.2.1  
SG

5.4
3

SG  

8.2.2  TSAG TSB
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TG120480-00

4 (b)
(c)

9 11

(a)

(a) (b)

(a)(b)

SG or
WP

meeting
(1)

Edited
text

for LC
(2)

Director's
announcement

and posting
for LC

(3)

Edited
text

for AR
(8)

Director's
announcement

and posting
for AR

(10)

Director's
announcement

and posting
(5)

SG
Meeting

(6)

Director's
notification

and publication
(see Rec. A.11)

(12)

3 weeks

LC:    Last Call
AR:    Additional Review

Approved

Approved

Approved
Comment
resolution

AR
3 weeks

LC
4 weeks

1 

A.8  

 

1    

1) SG WP   SG WP
3.1  

2)   TSB
SG 3.2

TSB  

3)   

3.1  

4)   SG TSB  

a) 
4.4.1  

b) SG
4.4.2  

c) 
4.4.2  

5) SG   SG
 

a) 
4.6  

b) 
4.6  

SG

WP  

((22)) 

 

 

 

 

((33)) 

 
 

((55)) 

SG

((66)) 

3  

 

 

 

((88)) 

 

 

 

 

((1100)) 

3  

 

( A.11 )

((1122)) 

 

4  
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6) SG   SG
 

7)  
a) 5.2

5.8  

b) a 5.3 5.4  

c) b
WP

SG 2 5.8  

8)   SG TSB
WP

4.4.2  

9)   TSB
4.4.2  

10)   SG TSB  

a) SG 4.4.3a
 

b) 
4.4.3b  

11)   

4.5  

12)   SG TSB  

a) 
4.5.1  

b) SG
4.5.2  

13)  6.1 6.2
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2018 12

(Question) 

SG2  Operational aspects of service provision and telecommunication management 

7  

1/2 

Application of numbering, naming, 

addressing and identification plans for 

fixed and mobile telecommunications 

services 

2/2 
Routing and interworking plan for fixed 

and mobile networks 

3/2 

Service and operational aspects of 

telecommunications, including service 

definition 

5/2 

Requirements, priorities and planning for 

telecommunication management and 

operation, administration and 

maintenance (OAM) Recommendations 

6/2 Management architecture and security 

7/2 
Interface specifications and specification 

methodology 

SG3  Tariff and accounting principles and international telecommunication/ICT economic 

and policy issues  

13

1/3 

Development of charging and 

accounting/settlement mechanisms for 

international telecommunications 

services using the next-generation 

networks (NGNs), future networks, and 

any possible future development, 

including adaptation of existing D-series 

Recommendations to the evolving user 

needs 

4.3.3  研究課題一覧
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2/3 

Development of charging and 

accounting/settlement mechanisms for 

international telecommunications 

services, other than those studied in 

Question 1/3, including adaptation of 

existing D-series Recommendations to 

the evolving user needs 

3/3 

Study of economic and policy factors 

relevant to the efficient provision of 

international telecommunication services

4/3 

Regional studies for the development of 

cost models together with related 

economic and policy issues 

5/3 

Terms and definitions for 

Recommendations dealing with tariff and 

accounting principles together with 

related economic and policy issues 

6/3 

International Internet connectivity 

including relevant aspects of Internet 

protocol (IP) peering, regional traffic 

exchange points, cost of provision of 

services and impact of transition from 

Internet protocol version 4 (IPv4) to 

Internet protocol version 6 (IPv6) 

7/3 

International mobile roaming issues 

(including charging, accounting and 

settlement mechanisms and roaming at 

border areas) 

8/3 

Alternative calling procedures and 

misappropriation and misuse of facilities 

and services including calling line 

identification (CLI), calling party number 

delivery (CPND) and origin identification 

(OI). 

9/3 
Economic and regulatory impact of the 

Internet, convergence (services or 
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infrastructure) and new services, such as 

over the top (OTT), on international 

telecommunication services and 

networks 

10/3 

Definition of relevant markets, 

competition policy and identification of 

operators with significant market power 

(SMP) as it relates to the economic 

aspects of the international 

telecommunication services and 

networks 

11/3 

Economic and policy aspects of big data 

and digital identity in international 

telecommunications services and 

networks 

12/3 

Tariffs, Economic and Policy Issues 

Pertaining to Mobile Financial Services 

(MFS) 

13/3 

Study of Tariff, Charging Issues of 

Settlements Agreement of Trans-multi- 

country Terrestrial Telecommunication 

Cables 

SG5  Environment, climate change and circular economy 

9

1/5 

Protection of information and 

communication technology (ICT) 

infrastructure from electromagnetic 

surges 

2/5 
Equipment resistibility and protective 

components 

3/5 

Human exposure to electromagnetic 

fields (EMFs) from information and 

communication technologies (ICTs) 

4/5 

Electromagnetic compatibility (EMC) 

issues arising in the telecommunication 

environment 
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5/5 

Security and reliability of information and 

communication technology (ICT) 

systems from electromagnetic and 

particle radiations 

6/5 
Achieving energy efficiency and smart 

energy 

7/5 Circular economy including e-waste 

8/5 
Guides and terminology on environment

and climate change 

9/5 

Climate change and assessment of 

information and communication 

technology (ICT) in the framework of the 

Sustainable Development Goals (SDGs)

SG9  Television and sound transmission and integrated broadband cable networks  

10

1/9 

Transmission and delivery control of 

television and sound programme signal 

for contribution primary distribution and 

secondary distribution  

2/9 

Methods and practices for conditional 

access, protection against unauthorized 

copying and against unauthorized 

redistribution ("redistribution control" for 

digital cable television distribution to the 

home) 

3/9 

Digital programme delivery controls for 

multiplexing, switching and insertion in 

compressed bit streams and/or packet 

streams 

4/9 

Guidelines for implementations and 

deployment of transmission of 

multichannel digital television signals 

over optical access networks and Hybrid 

Fibre-Coaxial  

5/9 
Software components application 

programming interfaces (APIs), 
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frameworks and overall software 

architecture for advanced content 

distribution services within the scope of 

Study Group 9 

6/9 

Functional requirements for residential 

gateway and set-top box for the 

reception of advanced content 

distribution services 

7/9 

Cable television delivery of digital 

services and applications that use 

Internet protocol (IP) and/or packet-

based data over cable networks 

8/9 

The Internet protocol (IP) enabled 

multimedia applications and services for 

cable television networks enabled by 

converged platforms 

9/9 

Requirements, methods, and interfaces 

of the advanced service platforms to 

enhance the delivery of sound, 

television, and other multimedia 

interactive services over integrated 

broadband cable network 

10/9 
Work programme, coordination and 

planning 

SG11  Signalling requirements, protocols, test specifications and combating Counterfeit 

 products 

15  

1/11 

Signalling and protocol architectures in 

emerging telecommunication 

environments and guidelines for 

implementations 

2/11 

Signalling requirements and protocols for 

services and applications in emerging 

telecommunication environments 
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3/11 
Signalling requirements and protocol for 

emergency telecommunications 

4/11 
Protocols for control, management and 

orchestration of network resources 

5/11 

Protocols and procedures supporting 

services provided by broadband network 

gateways 

6/11 
Protocols supporting control and 

management technologies for IMT-2020 

7/11 

Signalling requirements and protocols for 

network attachment including mobility 

and resource management for future 

networks and IMT-2020 

8/11 

Protocols supporting distributed content 

networking and information centric 

network (ICN) for future networks and 

IMT-2020, including end-to-end multi-

party communications 

9/11 

Service and networks benchmark 

testing, remote testing including Internet 

related performance measurements 

10/11 
Testing of emerging IMT-2020 

technologies 

11/11 

Protocols and networks test 

specifications; frameworks and 

methodologies 

12/11 
Testing of Internet of things, its 

applications and identification systems 

13/11 

Monitoring parameters for protocols 

used in emerging networks, including 

cloud computing and software-defined 

networking/network function 

virtualization (SDN/NFV) 
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14/11 Cloud interoperability testing 

15/11 
Combating counterfeit and stolen ICT 

equipment 

SG12  Performance, quality of service and quality of experience

19  

1/12 

SG12 work programme and quality of 

service/quality of experience (QoS/QoE) 

coordination in ITU-T 

2/12 

Definitions, guides and frameworks 

related to quality of service/quality of 

experience (QoS/QoE) 

3/12 

Speech transmission and audio 

characteristics of communication 

terminals for fixed circuit-switched, 

mobile and packet-switched Internet 

protocol (IP) networks 

4/12 
Objective methods for speech and audio 

evaluation in vehicles 

5/12 
Telephonometric methodologies for 

handset and headset terminals 

6/12 

Analysis methods using complex 

measurement signals including their 

application for speech and audio 

enhancement techniques 

7/12 

Methods, tools and test plans for the 

subjective assessment of speech, audio 

and audiovisual quality interactions 

8/12 

Virtualized deployment of recommended 

methods for network performance, 

quality of service (QoS) and quality of 

experience (QoE) assessment 

9/12 

Perceptual-based objective methods for 

voice, audio and visual quality 

measurements in telecommunication 
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services 

10/12 
Conferencing and telemeeting 

assessment 

11/12 
Performance considerations for 

interconnected networks 

12/12 

Operational aspects of 

telecommunication network service 

quality 

13/12 

Quality of experience (QoE), quality of 

service (QoS) and performance 

requirements and assessment methods 

for multimedia 

14/12 

Development of models and tools for 

multimedia quality assessment of 

packet-based video services 

15/12 

Parametric and E-model-based planning, 

prediction and monitoring of 

conversational speech quality 

16/12 Framework for diagnostic functions 

17/12 
Performance of packet-based networks 

and other networking technologies 

18/12 

Measurement and control of the end-to-

end quality of service (QoS) for 

advanced television technologies, from 

image acquisition to rendering, in 

contribution, primary distribution and 

secondary distribution networks 

19/12 

Objective and subjective methods for 

evaluating perceptual audiovisual quality 

in multimedia services   
SG13  Future networks, with focus on IMT-2020, cloud computing and trusted network

Infrastructures 

13  

1/13 
Innovative services scenarios, 

deployment models and migration issues 
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based on future networks 

2/13 

Next-generation network (NGN) 

evolution with innovative technologies 

including software-defined networking 

(SDN) and network function virtualization 

(NFV) 

5/13 
Applying networks of future and 

innovation in developing countries 

6/13 
Quality of service (QoS) aspects 

including IMT-2020 networks 

7/13 
Big data driven networking (bDDN) and 

Deep packet inspection (DPI) 

16/13 
Knowledge-centric trustworthy 

networking and services  

17/13 

Requirements, ecosystem, and general 

capabilities for cloud computing and big 

data 

18/13 
Functional architecture for cloud 

computing and big data 

19/13 

End-to-end cloud computing 

management, cloud security and big 

data governance 

20/13 
IMT-2020: Network requirements and 

functional architecture 

21/13 

Network softwarization including 

software-defined networking, network 

slicing and orchestration 

22/13 
Upcoming network technologies for IMT-

2020 and Future Networks 

23/13 
Fixed-Mobile Convergence including 

IMT-2020 
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SG15  Networks, technologies and infrastructures for transport, access and home 
16

1/15 
Coordination of access and home 

network transport standards 

2/15 
Optical systems for fibre access 

networks 

4/15 
Broadband access over metallic 

conductors 

5/15 
Characteristics and test methods of 

optical fibres and cables 

6/15 
Characteristics of optical systems for 

terrestrial transport networks 

7/15 
Characteristics of optical components 

and subsystems 

8/15 
Characteristics of optical fibre submarine 

cable systems 

10/15 

Interfaces, interworking, operation, 

administration and maintenance (OAM) 

and equipment specifications for packet-

based transport networks 

11/15 
Signal structures, interfaces, equipment 

functions, and interworking for optical 

transport networks 

12/15 Transport network architectures 

13/15 
Network synchronization and time 

distribution performance 

14/15 
Management and control of transport 

systems and equipment 

15/15 Communications for smart grid 

16/15 Optical physical infrastructures 

17/15 
Maintenance and operation of optical 

fibre cable networks 

18/15 Broadband in-premises networking 
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SG16  Multimedia coding, systems and applications 

14  

1/16 Multimedia coordination 

5/16 
Artificial intelligence-enabled multimedia 

applications 

6/16 Visual coding 

7/16 
Speech/audio coding, voiceband 

modems, facsimile terminals and 

network-based signal processing 

8/16 
Immersive live experience systems and 

services 

11/16 
Multimedia systems, terminals, gateways 

and data conferencing 

13/16 
Multimedia application platforms and end 

systems for IPTV 

14/16 Digital signage systems and services 

21/16 
Multimedia framework, applications and 

services 

22/16 
Distributed ledger technologies and e-

services 

24/16 
Human factors related issues for 

improvement of the quality of life through 

international telecommunications 

26/16 
Accessibility to multimedia systems and 

services 

27/16 
Vehicle gateway platform for 

telecommunication/ITS services and 

applications 

28/16 
Multimedia framework for e-health 

applications 
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SG17  Security 

1/17 
Telecommunication/ICT security 

coordination 

2/17 Security architecture and framework 

3/17 
Telecommunication information security 

management 

4/17 Cybersecurity 

5/17 Countering spam by technical means 

6/17 
Security aspects of telecommunication 

services, networks and Internet of Things

7/17 Secure application services 

8/17 
Cloud computing security and Big data 

infrastructure security 

9/17 Telebiometrics 

10/17 
Identity management architecture and 

mechanisms 

11/17 

Generic technologies (Directory, public 

key infrastructure (PKI), privilege 

management infrastructure (PMI), 

Abstract Syntax Notation One (ASN.1), 

object identifiers (OIDs)) to support 

secure applications 

Directory PKI PMI

ASN.1 OIDs  

12/17 
Formal languages for telecommunication 

software and testing 

13/17 
Security aspects for Intelligent Transport 

System 

14/17 
Security aspects for Distributed Ledger 

Technologies 

SG20 Internet of things (IoT) and smart cities and communities (SC&C) 

7  

1/20 
End to end connectivity, networks, 

interoperability, infrastructures and Big 
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Data aspects related to IoT and SC&C  

2/20 
Requirements, capabilities, and use 

cases across verticals 

3/20 
Architectures, management, protocols 

and Quality of Service 

4/20 
e/Smart services, applications, and 

supporting platforms 

5/20 
Research and emerging technologies, 

terminology, and definitions 

6/20 
Security, privacy, trust and identification 

for IoT and SC&C 

7/20 
Evaluation and assessment of Smart 

Sustainable Cities and Communities 
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4.4  Review Committee

610144_第4章  2019/03/08  10:07  ページ 253



― 254 ―

610144_第4章  2019/03/08  10:07  ページ 254



― 255 ―

610144_第4章  2019/03/08  10:07  ページ 255



― 256 ―

610144_第4章  2019/03/08  10:07  ページ 256


